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令和４年３月２４日  

宗像市議会 

議長 神谷 建一 様 

予算第２特別委員会     

委員長 井浦 潤也   

 

 

委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

第 36 号議案 令和３年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）につい

て 

 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億１,３７１万７千円を増額し、２億１,９１１万８千

円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 令和３年度末で宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計を廃止し、一般会計へ移行すること

に伴い、歳入では本特別会計の減債基金を全額繰り入れるために基金繰入金を増額し、歳出で

は減債基金を含む今年度の収支差額予定額を一般会計へ繰り出すために総務管理費を増額する。 

２ 同会計の出納及び廃止に向けた整理は、令和４年５月３１日までに行う。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・償還率を９６.８％まで引き上げた職員の努力を評価する。一般会計移行後も引き続きしっかり

と債権回収を行ってほしい。 

・歴史的な背景を踏まえて事業を行ってきたことを評価する。今後もしっかりと債権回収に取り

組んでほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 37 号議案 令和３年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,２５０万３千円を増額し、１０２億６,

１９７万８千円とする。直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０１万

１千円を減額し、７,５４８万７千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 
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〔事業勘定〕 

１ 歳入では、額の確定に伴い、国庫支出金を増額し、額の確定及び歳出における保険給付費の

増額に伴い県支出金を増額する。また、繰入金においては、保険基盤安定繰入金等の額の確定

に伴い、一般会計繰入金を増額し、基金繰入金を減額する。 

２ 歳出では、決算見込額に基づき保険給付費を増額し、保健事業費を減額する。また、特別調

整交付金の返還等の額の確定により、諸支出金を減額し、基金積立金を増額する。なお、会計

検査院による検査で平成２８年度の特別調整交付金（結核・精神）が過大交付であるとの指摘

を受けていたが、一部において市の主張が認められ、返還額が圧縮された。 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 歳入では、額の確定に伴い、繰入金において一般会計繰入金を増額し、事業勘定繰入金を減

額する。また、歳出における医薬品衛生材料費の減額に伴い、診療収入を減額する。 

２ 歳出では、決算見込額に基づき医業費の医薬品衛生材料費を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 38 号議案 令和３年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 

 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,５４６万円を減額し、１７億２,１８２万７千円

とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入では、決算見込額に基づき後期高齢者医療保険料を減額し、保険料徴収システム改修委

託料や保険基盤安定繰入金の額の確定により一般会計繰入金を減額する。 

２ 歳出では、保険料徴収システム改修委託料の額の確定に伴い、総務管理費を減額し、決算見

込額に基づき後期高齢者医療広域連合納付金を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 39 号議案 令和３年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

 

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,８１８万１千円を減額し、８０億９,３０６万７

千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入では、歳出の補正に伴うもののほか、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減

少した被保険者等に係る介護保険料の減免額が当初の見込みよりも少なかったため、保険料を

増額する。また、保険者機能強化推進交付金及び保険者努力支援交付金の内示や新型コロナウ

イルス感染症に係る減免を補填する災害等臨時特例補助金等の額の確定に伴い、国庫支出金を

減額する。 
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２ 歳出では、認定申請件数が当初の見込みより少なかったことから介護認定審査会費を減額し、

介護保険制度改正に伴うシステム改修費が確定したことから総務管理費を減額する。また、地

域支援事業費においては、当初見込みより利用者数が少なかったことから、介護予防・生活支

援サービス事業費、一般介護予防事業費、包括支援事業・任意事業費をそれぞれ減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 40 号議案 令和３年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）について 

 

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４６６万４千円を減額し、４,７６９万６千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

密を避けるために審査会の開催を２合議体から１合議体に変更したことや、特例措置による認

定期間の１年延長に伴い更新審査件数が減少したことから、歳入では、負担金と他会計繰入金を

減額し、歳出では、総務管理費を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 41 号議案 令和３年度宗像市下水道事業会計補正予算（第３号）について 

 

 収益的収入及び支出では、収入を２５０万円減額し、収入総額を２９億９,０４１万９千円とし、

支出を１,３０４万２千円増額し、支出総額を２５億６,６５９万４千円とする。 

 資本的収入及び支出では、収入を１億５,１９５万円減額し、収入総額を２億９,９２０万８千

円とし、支出を１億７,３５０万円減額し、支出総額を１２億７,９８３万８千円とする。あわせ

て、企業債の補正を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収入では、営業費用の減額に伴い他会計負担金を減額する。収益的支出では、委託料

と動力費の減少により営業費用を減額する。また、仮払消費税の減少に伴う消費税の増加によ

り、営業外費用を増額する。 

２ 資本的収入では、資本的支出における建設改良費の減額に伴い、企業債と補助金を減額する。

資本的支出では、下水道施設耐水化計画策定に際して調査対象施設が減少したことにより委託

料を減額し、また、雨水排水路改築工事については工期を確保できないため、令和４年度に改

めて予算計上を行うことなどから建設改良費を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 43 号議案 令和４年度宗像市国民健康保険特別会計予算について 

 

事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ９９億９,６６８万２千円と定める。直営診療施設勘

定の予算総額は、歳入歳出それぞれ８,８３２万１千円と定める。  

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 予算総額は、前年度比３％、２億９,１００万円の増額で、要因は、歳出における保険給付費

の増加で、それに伴い歳入では県支出金が増加している。令和３年度は新型コロナウイルス感

染症の影響による受診控え等を勘案し、保険給付費の当初予算を低く見積もっていたことから、

令和４年度は前年度比で増加している。 

２ 令和４年度の被保険者数は、前年度比１.８％、３５３人の減少を見込んでいる。被保険者の

うち介護保険第２号被保険者数は、前年度比０.８％、４４人の減少を見込んでいる。 

３ 令和４年度の国民健康保険税は、医療給付費分及び介護納付金分は据置き、後期高齢者支援

金分については均等割額及び平等割額をそれぞれ２００円引き下げる。 

４ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯に対する保険税の減免については、令和４年

度も引き続き市独自の施策として継続する。 

５ 保険者が医療費適正化に向けて行った取組が評価されて交付される特別交付金（保険者努力

支援分）の令和４年度の内示額は、被保険者１人当たり交付額では福岡県第１位である。 

〔直営診療施設勘定〕 

予算総額は、前年度比１５.６％、１,１９３万４千円の増額である。大島の被保険者数は減少

傾向であるため診療収入は減少の見込みであるが、オンライン資格管理システムの導入、老朽

化した電子カルテシステムや超音波診断装置等の更新、令和２年度に購入した患者搬送車の元

金の償還開始や大島診療所の施設整備に伴い、総務費、医業費、施設整備費などが増加した。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・保険者努力支援制度においても高い評価を得ていること、レセプト点検でも県下３位の取組を

行っていることを評価する。また、国民健康保険安定化のため、制度に関する市民への積極的

な広報・啓発と、国民健康保険税の激変緩和措置の継続について国や県への積極的な働きかけ

を行ってほしい。 

・夜間健診の導入や予約のデジタル化による特定健診の受診率向上の取組を検討してほしい。 

・国民健康保険税について、基金を活用し、医療給付費分を据置き、後期高齢者支援金分は引き

下げたことを評価する。また、国による新型コロナウイルス感染症の影響を受けた被保険者に

対する減免措置が令和３年度で廃止される中で、令和４年度も本市独自で減免措置を継続する

ことについても評価する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 44 号議案 令和４年度宗像市後期高齢者医療特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ１７億４,８５１万７千円と定める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 予算総額は、前年度比１.６％、２,８００万４千円の増額である。歳入の主なものは、保険

料と保険基盤安定繰入金等の繰入金、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金と総

務費である。 

２ 令和４年１０月１日から一定以上の所得がある被保険者の窓口負担割合が２割になることに

伴い、保険証の発行を７月と９月の２回に分けて実施することが国の方針として示されたこと

や、令和４年度から保険証の郵送方法を特定記録郵便に見直すことにより、総務費において通

信運搬費が前年度より大幅に増額している。 

３ 制度改正に伴い窓口負担割合が２割になる被保険者は、２,６００人程度と推計している。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・一定以上の所得がある被保険者の窓口負担割合が２割になることによって、後期高齢者医療の

基盤が安定すると考える。しかしながら、負担増により被保険者が医療を受けられないような

ことがないように今後も取り組んでほしい。 

（反対意見） 

・被保険者の実態を掴み、医療難民をつくらないための働きかけをきめ細かに行っていることは

評価するが、保険料均等割額の増額や窓口負担割合の増加は被保険者にとって大きな負担であ

るため、市としても国に対して国庫負担金の増額を強く要望してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

第 45 号議案 令和４年度宗像市介護保険特別会計予算について 

 

保険事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ７９億２,９６５万６千円と定める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 令和４年度は、第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の中間年度である。要介護（要支

援）認定者数は、平成２８年度をピークに減少傾向であり、第８期において現状を踏まえて計

画値をさらに補正したものの、実績値は計画値を下回っている。 

２ 認定者数が減少傾向にある要因は、介護予防・日常生活支援総合事業の開始や、全ての日常

生活圏域への地域包括支援センター整備により利用者のニーズに沿ったきめ細かな案内ができ

ていることなどが影響していると考えられる。 

３ 地域支援事業費の包括的支援事業・任意事業費については、一般会計事業と特別会計事業（地

域支援事業）との業務量按分の増減に伴う人件費の組替えや、コロナ禍で高齢者の養護者から

の相談が増加、深刻化していることに対応するための専門職増員により、増額する。 
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【意  見】 

（賛成意見） 

・認知症総合支援事業は、介護保険制度の重要な事業であると感じている。今後も、日常生活圏

域地域包括支援センターとの連携を密にしながら、高齢者が安心して生活できるよう様々な支

援をお願いしたい。 

・認知症サポーター養成講座などを通じた小・中学生への認知症に関する教育は、認知症問題に

おける有効な解決策の一つと考える。今後も関係課と連携し、幅広く学校での教育を支援して

ほしい。 

（反対意見） 

・高齢者の実情の把握に努めていることや、必要なサービスを必要な市民に提供するという基本

姿勢は評価する。しかしながら、介護保険制度そのものに大きな問題点が存在するため、介護

従事者の賃上げ等における国庫負担金の増額や、自治体の介護サービスの抑制につながりかね

ない保険者機能強化推進交付金の仕組みの改善等を国に強く要望してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

第 46 号議案 令和４年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ５,１７６万２千円と定める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 審査件数を６,５３６件と見込み、過去の実績から算出した審査件数の割合である宗像市６１.

２％、福津市３８.８％を基本として、歳出項目に応じて両市の負担金を計上する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 47 号議案 令和４年度宗像市渡船事業特別会計予算について 

 

予算総額は、歳入歳出それぞれ５億５,６７４万１千円と定める。  

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 令和４年度の乗客数は回復基調になると推計し、歳入の事業収入について令和３年１２月補

正予算比で大島航路の運賃収入を７.３％増、地島航路の運賃収入を５.７％増と見込んで計上

する。 

２ 令和３年度に実施していた総務省の経営・財務マネジメント強化事業による離島航路健全化

に関する専門家アドバイザー導入については、令和４年度も引き続き実施する。 

３ 歳出増額の要因は、フェリーおおしまの定期検査・修繕や乗降時におけるバリアフリー機能

向上のための工事の実施、昨今の急激な原油高に伴う船舶の燃料費上昇によるものである。 
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【意  見】 

（賛成意見） 

・渡船事業は島民の生活航路であることを基本として成り立つものであり、現在の渡船料は割引

を含めても島民の大きな負担であることを理解してほしい。観光事業による離島振興は、事業

収入増加のためにも重要であると考えるが、今後どのように取り組むべきかについては全庁的

に検討してほしい。また、航路再編についても島民と十分に協議を重ねてほしい。 

・島の振興や島民の利益を図らなければ航路再編は前進しないと考える。今後も島民の心情を思

慮しながら航路再編を進めてほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 48 号議案 令和４年度宗像市下水道事業会計予算について 

 

 収益的収入及び支出では、収入の予定額を３０億５,７９７万７千円とし、支出の予定額を２７

億７９０万１千円とする。資本的収入及び支出では、収入の予定額を３億３,９６３万８千円とし、

支出の予定額を１３億４,６８４万８千円とする。また、企業債の限度額を２億９,４２０万円と

する。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収入は前年比３,１７１万円の減額で、収益的支出は前年比２,６３０万円の増額であ

る。資本的収入は前年比４,８４８万円の増額で、資本的支出は前年比５,５０５万３千円の増

額である。 

２ 宗像浄化センターの廃止に伴い、宗像終末処理場にし尿・浄化槽汚泥を受け入れる施設を整

備する。令和２年度に設計を行い、令和３年度から機械電気工事を進め、令和４年度の完成を

見込んでいる。令和５年度に試運転後、令和６年度から受入れ開始予定である。 

３ 次期下水道事業基本構想及び全体計画については、令和４年度に下水道事業運営審議会を開

催し、パブリックコメント等を経て策定する予定である。 

４ 釣川に設置されている「東郷第二雨水幹線樋門」については、令和３年度中に改築工事を実

施することができなかったため、改めて令和４年度に損傷している部分の改築工事を行う。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・下水道事業は市民のライフラインであり、下水処理場は地震等の災害時でも一定の下水処理機

能を果たす必要がある重要な施設である。次期計画等については、可能な限り早く作成し、議

員に報告してほしい。 

（反対意見） 

・財政負担を下水道料金に反映すると市民生活に影響があるため、国の動向を見ながら一般会計

からの繰入れの増額も検討し、市民の料金負担を少しでも軽減してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 


